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学校教育目標 『学ぶ・鍛える・共に生きる』 
 

1. 生活や学習の基礎基本を通して、主体的に課題を見いだし解決する力を身につけた生徒を育てます。  【知】 

2. 礼儀や規律を大切にし、夢や希望、感謝の心をもった生徒を育てます。               【徳】 

3. 心身共に健康で、自他の生命や自然を尊重する生徒を育てます。                  【体】 

4. 社会の一員としての自覚と責任をもち、よりよい社会を実現しようとする生徒を育てます。      【公】 

5. 体験を通して自らの可能性を知り、広い視野に立ったものの見方や考え方を身につけた生徒を育てます。【開】 

 

 

「１６６名」の新入生を迎えて 

学校長 栗原 秀樹 
 桜の花びらが舞う中、真新しい標準服に身を包んだ 1６６名の新１年生が入学しました。 

今年は桜の開花が例年より１週間ほど早く、入学式まで咲いているだろう

かと心配しました。しかし、天の計らいで桜の花びらが舞う中、希望に満

ちた新入生は気持ちも新たに入学式に臨めたのではないかと思います。 

今年は昨年と同様に５クラスで１学年をスタートすることができたこ

とは、とてもうれしいことです。２月下旬まで４クラスなのか判断が難し

い状況でしたが、年度末には５クラスを超える入学者数となりました。 

本校の学校教育目標をひと言で表すと、「学ぶ、鍛える、共に生きる」

です。１６６名の子どもたちはこれまでの１２年間、それぞれ違った道の

りを歩んできました。その違いをお互いに認め合い、協力し、支え合いな

がら懸命に、これからの学校生活を送ってほしいと願っています。 

今の時代、社会に出ていちばん必要とされる力は、コミュニケーション力だと言われています。その第一歩

が、お互いの違いを認め合い、支え合いながら生活すること、すなわち「共に生きる」ではないでしょうか。

これから３年間の中学校生活において、新１年生には、この「共に生きる」力をしっかりと高めてほしいと思

います。 

３年間は長いようであっという間の短い期間です。一方で、この３年間での成長の幅は人間としてとても大

きなものがあります。あどけなさが残る入学時の男子生徒が、髭が目立つ大人へと変化し、体も心も一回りも

二回りも成長するときだと思います。生徒一人ひとりに「志」を自覚させ、自らの歩みによって前へ進めるよ

うにしていくことを、私たち教職員は支援していきたいと思っています。そして、本校を旅立つとき、「あか

中で学べて良かった。」と誰もが思えればと願っています。 

そのためには、「誰もが安心して豊かに、楽しく生き生きと生活できる学校」づくりが何よりも大切です。

一人ひとりの違いを認め、良さを伸ばせる学校生活を実践し、「私たち教職員自身が最大・最高の学びの環境」

であるという自覚に基づき日々私たち教職員は自己研鑽に努めていきたいと考えています。今年度もどうぞ、

よろしくお願いいたします。 
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今年度は９名の教職員が本校より離退任いたしました。また、新たに８名の教職員が着

任して、８年目のあかね台中学校がスタートしました。生徒の皆さんが充実した学校生活

を送れるよう、教職員一同、力を合わせて頑張ります。 
 

離退任した教職員 

山中
やまなか

 悦子
え つ こ

 国語 退職 

堤
つつみ

 葉子
よ う こ

 美術 退職 

 棟
むね

尾
お

 慎一
しんいち

 理科 退職 

板谷
い た や

 拓実
た く み

 個別支援 南区    共進中学校へ 

工藤
く ど う

 典子
の り こ

 社会 神奈川区  栗田谷中学校へ 

加藤
か と う

 彩
あや

香
か

 保体 港北区   城郷中学校へ 

浜本
はまもと

 絵
え

理
り

 養護 青葉区   みたけ台中学校へ 

羽生田
は に う だ

 英
えい

亮
すけ

    英語 退職 

若木
わ か き

 毅
つよし

    理科 港北区   篠原中学校へ 

着任した教職員 

見上
み か み

 英
ひで

輝
き

 国語 緑区    鴨居中学校より 

大島
おおしま

 巌
いわお

 理科 旭区    旭北中学校より 

一戸
いちのへ

 結衣
ゆ い

 養護 青葉区   みたけ台中学校より 

西門
にしかど

 絵
え

理
り

 美術 金沢市   清泉中学校より 

橘
たちばな

木
き

 彩乃
あ や の

    保体 青葉区   あざみ野中学校より 

中島
なかじま

 寧々
ね ね

  社会 新採用   

川田
か わ た

 博
ひろし

 個別支援 青葉区   山内中学校より 

原
はら

 桂子
け い こ

 個別支援 青葉区   奈良中学校より 

        
  

４月５日、少し冷たい春風の中、第８回入学式が行われました。新入生は

真新しい制服に身を包み、目をキラキラと輝かせながらもちょっぴり緊張の

面持ち。 

でも昇降口で学年カラーのクラス名簿を受け取ると、友達と一緒に歓声を

あげ、満面の笑顔があふれていました。 

入学式では奈良の丘小学校出身の照屋那
て る や な

友
ゆ

さんが新入生代表のことばを

述べました。新入生らしい謙虚さと初々しさの中にも、新しい生活に向けての希望と決意がこめられた素晴ら

しいスピーチでした。 

そして中学校最初の学活。学級担任による「こういうクラスを作りたい！」という思いがこもった話に、新

入生は真剣に耳を傾けていました。 

今年度も「勉強も行事も部活も一生懸命！」を合言葉に、生徒と職員が一丸となり、あかね台中学校の一員

であることを誇りに思える学校づくりを進めていきたいと思います。 



   

 

※対外競技引率…莊・小嶋 

校  長 栗原
くりはら

 秀樹
ひでき

 副 校 長 髙
たか

橋
はし

 美光
よしてる

 

学  年 １  年 ２  年 ３  年 

学年主任 青木
あ お き

 正
ただし

 英語 石川
いしかわ

 祐
ゆ

美子
み こ

 英語 木村
き む ら

 恵美子
え み こ

 家庭 

学
級
担
任 

１組 小室
こ む ろ

 功
こう

祐
すけ

 数学 森口
もりぐち

 宏
ひろ

紀
き

 保体 川西
かわにし

 治男
は る お

 数学 

２組 中島
なかじま

 寧々
ね ね

 社会 髙坂
たかさか

 聡子
さ と こ

 音楽 岸
きし

 牧子
ま き こ

 国語 

３組 橘
たちばな

木
き

 彩乃
あ や の

 保体 大島
おおしま

 巌
いわお

 理科 荒井
あ ら い

 美里
み さ と

 保体 

４組 延原
のぶはら

 由佳
ゆ か

 英語 澁谷
し ぶ や

 充子
あ つ こ

 国語 西門
にしかど

 絵
え

理
り

 美術 

５組 見上
み か み

 英
ひで

輝
き

 国語 鈴木
す ず き

 康之
やすゆき

 数学   澁谷
し ぶ や

 研
けん

 社会 

          

８・９組  小嶋
こじま

 範子
のりこ

   川田
か わ た

 博
ひろし

     

副担任 

國井
く に い

 則
のり

俊
とし

 技術 髙
たか

嶋
しま

 志津子
し づ こ

 社会 畔上
あぜがみ

 兼一
けんいち

 数学 

小金井
こ が ね い

 隆
たか

文
ふみ

 理科   藤田
ふ じ た

 茂樹
し げ き

 保体 宍戸
し し ど

 希
まれ

行
ゆき

 理科 

  莊
そう

 智子
と も こ

 英語 

教務主任 畔上
あぜがみ

 兼一
けんいち

 数学 
講師 

塩野
し お の

 雅士
ま さ し

 理科 

生徒指導専任 藤田
ふ じ た

 茂樹
し げ き

 保体 寺西
てらにし

 直子
な お こ

・原
はら

 桂子
け い こ

 サポート 

進路指導主任 宍戸
し し ど

 希
まれ

行
ゆき

 
技術員 渡邊

わたなべ

 良一
りょういち

・鈴木
す ず き

 初音
は つ ね

 
養護教諭 一戸

いちのへ

 結
ゆ

衣
い

 

事務職員 増田
ま す だ

 真也
し ん や

 スクールカウンセラー 鈴木
す ず き

 綾子
あ や こ

 

ＡＥＴ Lori –Ann Robinson 図書館司書 海
え

老
び

沢
さわ

 七
な

穂
ほ

 

野球 青木 卓球 川西・大島 

サッカー 森口・鈴木康 新体操 岸・髙嶋 

陸上競技 小室・石川 剣道 國井 

ソフトテニス 澁谷研・橘木・小金井 科学技術 宍戸・川田 

バスケットボール 中島・鈴木 音楽 髙坂・小嶋 

男子バレーボール 藤田 吹奏楽 見上・木村 

女子バレーボール 荒井 美術 西門 

バドミントン 畔上・一戸・澁谷充子 英語 延原 



 
 

メール配信システムへの登録にご協力頂きましてありがとうございます。今後の 

運用が的確に行えるようにテストメールの配信を定期的に実施していきます。 

実施日時は毎月最初の月曜日の午後４時頃となっております。 
もし、テストメールが届かないなどの不具合や不明な点がございましたら、担任 

まで御連絡ください。登録したにもかかわらず届かなかった御家庭につきましては 

次のように再度登録の御確認をお願いいたします。 

１．再登録する 

・お子様のクラスのアドレスに空メールを送信し、ご登録をお願いいたします。 

・複数のお子様が在学している場合はそれぞれのクラスのアドレスに空メールしてください。 

２．確認 

・サーバーから登録確認メールが届きます。正しいクラスに登録されているか確認してください。 

 

☆もし、間違えたアドレスに登録された場合は、解除用アドレスへ空メールを送り、登録を 

解除してください。 

☆「登録エラー」や「Failure notice」というメールが届いた場合は、空メールのアドレスを 

間違えています。送信した内容を確認し再度、空メールをしてください。 

※確認メールが届かない場合は、受信拒否設定されている可能性があります。指定メールを設定すること

によりメールが届くようになります。設定を確認してください。 

 

 
        

あかね台中では、年間２回（３年生は３回）の個人面談（三者面談）、年度当初と

夏休み明けの教育相談（生徒と先生の二者面談）を計画しています。また、毎月の終

わりには生活点検、夏休みの終わりや定期テスト前には各教科で学習相談も行います。 

このような機会以外にも、自分のことや友達関係、学習のことなど、困ったことや

気がかりなことがあった時はいつでも気軽に御相談ください。 

担任はもちろん、学年の先生、部活動・教科の先生、生徒指導専任の先生、養護の

先生……いつでも、誰にでも、声をおかけください。 

 また、何か学校生活に対してお気づきの点や、お困りの点などございましたら、随

時、御相談ください。よろしくお願いいたします。 

 

● スクールセクハラ相談窓口 ● 

学校におけるセクシャルハラスメントをなくす

ため、あかね台中では相談窓口を設けています。

生徒や保護者から相談したいときには、次の担当

まで御連絡ください。 

● 特別支援教育相談窓口 ● 

 特別支援教育に関するご相談は、本校特別支援

コーディネーターの 一戸 結衣・小金井 隆文

まで御相談ください。 

● スクールカウンセラー ● 

本校のスクールカウンセラーは鈴木綾子です。

原則として、毎週金曜日に来校します。 

こころに関する相談なら何でもＯＫです。相談

は予約制です。直接申し込むか、担任等に御相談

ください。

 

藤田 茂樹  （生徒指導専任教諭） 

一戸 結衣  （養護教諭）    

髙橋 美光  （副校長） 

 電話 ０４５（９８５）５０１０ 

               ５０１２ 

横浜市教育総合相談センター（一般教育相談窓口） 

電話 ０４５（６７１）３７２６～８ 

カウンセラー専用直通電話 

電話０４５（９８５）５０１６ 

 


